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会議議事録Ｎｏ．

会 議 名 令和８年度第２回地域運営推進会議

開 催 日： 令和８年７月１５日（水）

時 間： １５：００ ～ １６：００

資 料： ○有 ・ 無

□ 議 長：玉井 書 記：玉井
□ 議 事：

１ 複合型施設鳳凰槇島・グループホーム鳳凰槇島管理者より挨拶

暑い中お集まり頂きありがとうございます。本日、センター長の倉窪が外部の研修に参加しており、玉井が議長を勤

めさせて頂きます。よろしくお願い致します。

２ 鳳凰槇島の取り組み状況について

※ 別添資料参照

・グループホーム利用状況（５月～６月） 担当：舘主任

１）利用状況

５月、６月共に入退居者はなく、１８名で満床となっている。また５月、６月中に利用者・職員ともにインフ

ルエンザ等の感染症の罹患者はなかった。但し、5月11日～入居者1名が疥癬に罹患。以降、同ユニット入居者3名

が疥癬疑いと診断受け、居室掃除や洗濯等を個別にて対応して参りましたが、6月29日付で終息しました。

このような状況を受け、6月30日の感染対策向上訓練として、宇治武田病院感染対策室の師長を講師に迎え、角

化型疥癬を広げないための知識習得及び接触感染対策の確実な実践訓練を実施しました。

２）余暇活動

５月は施設行事（母の日）、施設行事（誕生日会）、外食行事(喫茶)を実施し、６月は外出行事（三室戸寺）、

施設行事（フラワーアレンジメント）、施設行事(お弁当)を実施した。

去年まで生け花教室を開催していたが、去年の途中より開催が出来なくなっていた。利用者より花に触れたい

とのご意向を受け、今年度より年4回のフラワーアレンジメントを開催。利用者のご意向を反映させて、今後も余

暇活動の企画が行えていければと思っている。

３）ヒヤリハット事例一覧

浮舟ユニットで１２件、宿木ユニットで１０件のヒヤリハット事例が報告されている。

４）事故事例一覧

事故事例は合計３件発生し、うち２件は転倒、１件は誤薬であった。

５）研修・勉強会

５月は『スピーチロックしないための具体策』、『リスクマネジメントとは』、６月は『高齢社会の理解 介

護予防及び要介護度進行予防に関する研修』、『感染症食中毒予防の基本と実践』をオンラインにて受講した。



・複合型施設利用状況（５月～６月） 担当：玉井

１）利用状況

登録人数は、５月が２２人、６月が２２人であった。

利用者、職員ともにインフルエンザ等の感染症の罹患者はなかった。

気温の上昇に伴い、脱水症や熱中症のリスクが高まっています。そのため、ご自宅での生活環境を含めた状態

観察を徹底し、訪問時や通いの際にはこまめな水分摂取を促し、熱中症予防に努めている。また、梅雨や気温の

上昇により外出の機会が減少する中、ご利用者より「余暇時間を活用して何かしたい」とのご要望をを受け、現

在は季節にちなんだ壁飾り作成等に取り組んでいる。この活動は、作品を通じて季節感を感じてもらうと共に、

指先を細かく使うことで手先の運動（機能維持）にも繋がっている。

２）余暇活動

５月は施設行事（母の日プレゼント）や個別外出行事(パフェを食べに行こう)、外出行事（あじさい見学）を

実施し、６月は施設行事(父の日手作りカード)、個別外出行事（かつ丼元）を実施した。今後もご本人の希望に

沿った個別行事開催と共に、天気や気温を確認しながらにはなるが外出して頂ける機会を作り、気分転換を図っ

てもらえるよう努めていく。

３）ヒヤリハット事例一覧

ヒヤリハット事例は２５件で、うち転倒・転落６件、その他で１９件であった。その他における賞味期限切れ

提供５件については同様のケースで５名おられたため、５件となっている。また、誤薬・落薬での３件や無断離床

で３件などが挙がっており、職員への注意喚起及び必要に応じカンファレンスの実施を行っている。

４）事故事例一覧

事故事例は合計４件で、その内入浴忘れ１件、皮下出血１件、落薬１件、あった。

５）研修・勉強会

グループホーム同様、５月は『スピーチロックしないための具体策』、『リスクマネジメントとは』、６月は

『高齢社会の理解 介護予防及び要介護度進行予防に関する研修』、『感染症食中毒予防の基本と実践』をオン

ラインにて受講した。

・鳳凰槇島合同 担当：倉窪センター長

１）地域行事の様子

５月・６月の実施はなし。

２）合同研修・勉強会

５月２１日にグループ内の機能訓練指導員を招き、『ポジショニングの基本とリハビリの技術』について講習

開催。６月２９日に京都認知症総合センターで開催された普通救命講習に当該事業所職員が参加し、６月３０日に

は感染対策向上訓練として、宇治武田病院感染対策室の師長を講師に迎え、実践訓練研修を開催し、事業所職員が

参加した。

３）身体拘束適正化検討委員会

グループホーム、複合型ともに該当者はなし。

３ その他

１）医療ニーズのある利用者の受け入れについて（複合型）

５月１２日現在：登録利用者２１名の内、主治医より訪問看護指示のある利用者は２０名。

当事業所で受け入れが可能な医療的ケアとは、在宅酸素の管理や、胃瘻処置、ストマ管理、インスリン注射な

どがあります。対応できないケースもあるので、何かご不明な点等ありましたら、管理者までお問合せくださ

い。

２）次年度の地域運営推進会議日程等について

次回は令和８年９月１６日（水）１５時より、なごみりあ槇島集会所にて開催。

議長より、質疑を求めたところ、出席者より以下の発言あり。

【槇島地域包括支援センター A様】

複合型施設で報告のあった賞味期限切れ提供と言うのはどういった内容であったか。

【地域住民代表 G様】

食事の中身は。パックでくるものか。パウチは3カ月程賞味期限が保つものが多く、おにぎりなどは賞味期限は短い。

配送する側にも確認することが大事なので、しっかり報告された方が良い。

【グループホーム鳳凰槇島家族 E様】

食品対してのマニュアルはあるんですか

⇒玉井



複合型で提供を行っている食事に関しては、調理された料理がパウチされた状態で冷凍等で届く状況となっている。

それを湯煎等し、盛り付け、提供を行っている。今回は湯煎し、盛り付けを行おうとした際に賞味期限切れに気づき、

提供には至らなかった事象であった。ただ後に搬入業者に報告したところ、記載の賞味期限見誤りで問題なく提供が行

える食事であったことがわかった。

職員の記載内容の確認不足であったことことからも、賞味期限の確認が職員内で不十分との認識となった。マニュア

ルはないが現在は約1～2日おきに食事が搬入されているので、搬入時に賞味期限の確認を徹底し、職員間で一層記載内

容確認に注意をはらうよう周知を行った。以降、同様のケースの発生はない状況である。

【グループホーム鳳凰槇島入居者 B 様】

特にない。

【グループホーム鳳凰槇島家族 C 様】

フラワーアレンジメントの開催について、利用者の要望を取り入れてもらって本人もうれしいと思います。たまに

色々な形で要望を取り入れてもらえたらと。

⇒舘主任

喜んで頂いて良かったです。今年度はご入居者様の要望を行事に取り入れれるように努めていきたいと思ってい

る。フラワーアレンジメントについても年4回開催できればと思っている。

【グループホーム鳳凰槇島入居者 D 様】

特にない。楽しくさせてもらっています。

【グループホーム鳳凰槇島家族 E様】

暑くなってきていますが、エアコンをつける基準はありますか。(お母様が)寒がりな面もあって。

⇒舘主任

マニュアルのような基準は設けておらず、その場の職員の体感になっている。但し、職員と利用者の方の感じ方

も違うので、確認をしながら調節を行っている。

【地域住民代表 F 様】

①見やすい資料はこの会のためですか。そのような資料は誰がつくられているのですか。宇治市が決められた内容

ですか。色々な方が載ってが家庭の事情は。カラーで伝わり方がすばらしい。

⇒玉井

資料に掲載のお写真については、施設発行の広報誌の物と同様の物を使用している。家族には契約時にお写真の

使用について確認を行い、同意を得れた方のみ掲載している。フォーマットについては、以前より使用しているも

のを使っており、宇治市より指定があったものではないと思われる。

②夏場に気をつけていることはあるか。

⇒玉井

特に水分補給と利用者の様子変化についての気づきが重要である。また複合型施設では訪問サービスもあり、独

居の方などではクーラーを入れておられるかの確認も行っている。年齢を重ねて来られると体感が鈍ってくること

で 30℃を超える暑さでもクーラーをつけておられないこともある。温度調整などにも気をつけている。

③物流などの影響はあるか。

⇒玉井

正直、物流・物価の影響はあり、以前にも食費の値上げをお願いした。今後もご迷惑をお掛けする可能性はある。

【地域住民代表 F 様】

①写真に日付がはいってわかりやすくなった。いいカメラになったのか。写りも良い。利用者のポージングや明る

い雰囲気も良い。

⇒玉井

ありがとうございます。カメラは変わっていないが、職員も写真の写し方や画角など気を遣っており、腕が上が

ってきたのではないかと思う。今後も喜んで頂けるよう励んでいきたい。

②疥癬とは何ですか。

⇒舘主任・玉井

ヒゼンダニによる皮膚の感染症です。最初に発症された方が入居時より痒みを訴えられ、病院受診にも何度か受

診をされていたが、すぐには疥癬であると判明せずであったことで、徐々に増えてしまった事象で、発覚しづらい

のだと思われる。但し、今回は大きな広がりとはならなかったと捉えており、比較的初期より職員が個別洗濯等の

対応が行えていた。

③薬の落薬や誤薬等について、対応として薬にトロミを用いるや一包化等は行わないのか。

⇒玉井

薬が飲みにくい方についてはトロミを用いる場合もあるが現状は使用はない。一包化についてはグループホーム

では行っているが、複合型については在宅であるため、依頼は行うが個々でかかりつけ医がいるため、難しい場合

がある。粉砕するなどの対応についても同様で、医師に確認が必要で、難しい場合がある。薬が口の中で溶けるタ

イプの薬もあるため、医師に相談しながら対応している。



以上

目 的： 定例開催 － 臨時開催

決定事項：

次回の課題：

次回開催予定日： 令和８年９月１６日（水） １５：００ ～ １６：００

次回開催目的 ：


